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３．苗畑／造林／間伐材利用 
 
３-１ 森林関係者の訓練 

苗畑技術の移転に必要な苗畑マニュアルについては、普及員等の林業技術者、地域住民リー

ダーを対象に、現在、種子・苗木生産に関する総論編として20の項目を問答式で作成されてお

り、最終的に100 項目にわたって作成される予定である。また、普及訓練分野、社会経済分析

分野の活動展開と合わせて、重点普及地区等の地域住民に対して種子及び苗木生産技術の研

修・訓練（7回）が行われ、苗畑技術の移転を図っている。 

造林分野については、造林技術の移転のために必要な人工造林技術及び天然林施業技術につ

いて、苗畑分野と同様のコンセプトで造林マニュアルが作成し、作成される予定である。また、

苗畑分野と同様に他分野の活動展開に合わせて、造林技術の研修・訓練（3回）を行うとともに

学校、農協等からの要請に基づいて同様の研修・訓練（6回）を行っている。 

今後については、両分野ともにマニュアルの充実化を図るとともに、普及訓練分野と連携を

密接にし、より積極的な研修・訓練活動を行うこととしている。 

 

３-２ 採種林の設定及び苗畑整備 

採種林設定の実績・計画は表１のとおりである。設定の方法は、設定対象林の現状（樹種、

植栽間隔等）を勘案して設定されている。一例を示せば、カピバリ地区に設定されたテーダマ

ツ（Pinus taeda）の採種林は、形状・生長が良好な優勢木ができるだけ等間隔に残存するよう

母樹の選木を行い、対象外の立木は間伐している。結果として、当初960本／haあったものが

母樹として選定されたものは188本／haとなり、平均胸高直径が当初の23.２cmから28.5cm

と間伐の効果が表われている。今後は、採種林の中からランダムに5 本の標本母樹を選定し、

間伐前に採種して生産された苗木と間伐後に採種して生産される苗木の生長比較試験を行うこ

ととされている。 

苗畑の整備については、1998年4月、当プロジェクトにおける苗木生産活動の中心的役割を

果たす林業技術普及センター苗畑の敷地の整備が終了し、現在散水施設を設置中である。また、

他に3 箇所の林業センターに既存苗畑があるが、カピバリ林業センター及びイタプア林業セン

ターの苗畑はＪＩＣＡの無償協力で整備された苗畑である。更に他の地域に普及苗畑が整備さ

れている。これらの苗畑でプロジェクト開始から現在までに生産された苗木の総本数は約 150

万本にのぼっており、今後、普及活動の積極的な展開とともに更に生産量が増加していくもの

と思われる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
表１ 採種林の設定計画・実績 

実施機関 樹種 19 97 19 98 1999 2000 計  

  計画 実績 計画 実績   計画 実績 

林業技術普及センター ユーカリ類 

郷土樹種 

1箇所 

10本 

0 

20 

1箇所 

10本 

（3） 

40 

- - 2箇所 

20本 

（3） 

60 

カピバリ林業センター マツ類 

ユーカリ類 

郷土樹種 

その他外来樹種 

1箇所 

- 

40本 

- 

0 

1 

100 

0 

0 

- 

40本 

- 

2 

0 

0 

（1） 

 

- 

 

 

- 

1箇所 

- 

80本 

- 

2 

1 

100 

（1） 

アルトパラナ林業セン

ター 

マツ類 

ユーカリ類 

その他外来樹種 

1箇所 

1箇所 

1箇所 

0 

0 

0 

1箇所 

0 

1箇所 

0 

0 

0 

 

- 

 

- 

2箇所 

1箇所 

2箇所 

0 

0 

0 

イタプア林業センター マツ類 

ユーカリ類 

その他外来樹種 

郷土樹種 

2箇所 

1箇所 

1箇所 

10本 

0 

0 

0 

0 

1箇所 

2箇所 

1箇所 

10本 

2 

0 

0 

0 

 

- 

 

- 

3箇所 

3箇所 

2箇所 

20本 

2 

0 

0 

0 

合計 マツ類 

ユーカリ類 

その他外来樹種 

郷土樹種 

4箇所 

3箇所 

2箇所 

60本 

0 

1 

0 

120 

2箇所 

3箇所 

2箇所 

60本 

4 

（3） 

（1） 

40 

 

- 

 

- 

6箇所 

6箇所 

4箇所 

160本 

4 

4（3） 

（1） 

160 

（注）実績は、1998年7月末現在である。（ ）内の数字は設定中または調査中の採種林数である。 

 

 

３-３ 苗木及び間伐材利用技術を含む森林管理技術の提供 

 

今後パラグアイ国においては、造林促進法536 条（農地所有者等が新植を行い一定の活着率

を確保された場合、経費の内75％が補助される。）等によって積極的な森林造成活動が展開さ

れていくものと思われるが、これを確実なものとするためには苗木の安定的な生産・供給体制

の整備が不可欠な課題となっている。 

このため、苗畑分野においては、種子の管理状況及び苗木の生産状況を収集・提供するため

の種子管理情報システム及び苗木生産情報システムの導入に必要な種子台帳、種子受け払い簿

の作成及び育苗作業標準、苗木生産表を作成している。 

これについては、将来的にはコンピュータによるネットワークシステム（図１）の構築を目

指しているが、現地における電話回線状況、電力供給システムの問題（停電）等によって、直

ちにネットワークシステムが構築されるのは困難な状況にある。しかしながら、このネットワ

ークシステムは重要であり、当面でき得る必要な情報の収集・整理・提供を行うシステムの整

備が必要である。 

 

 





また、造林技術の提供の一貫として、YGUAZU農協における森林造成の指導（5回）、CHOLOLO

地域における土壌崩壊防止のための造林指導（5回）、CAPIIBARY地域における造林指導（4回）、

重点普及地区における造林指導（6回）、モデル造林地周辺等の地域住民への造林指導（4回）

と積極的に行われており、確実に技術移転がなされている。 

 

３-４ モデル林の造成・展示 

 

モデル林は、「森林関係者に対する持続的利用可能な森林資源の造成に係わる知識と技術の

普及を図るため、国道沿い等一般国民への展示効果の高い地域に、地域の森林造成のニーズに

適した樹種を林種別に造成・展示する。」ものである。プロジェクト期間内に153haが造成さ

れることとなっているが、1997年度に21.17haが造成され、1998年度に約50ha造成される予

定である。 

1997年度において造成されたモデル造林地は、アスンシオンから国道2号線81kmにあるコ

ールデイジェラ県イタクルビイ市にあり、地主であるメノニータ病院と30年間の分収造林契約

が締結されて造成されたものである。 

モデル造林地は、土地所有者が長年にわたって牧場として供し、土壌は粘土・砂質土壌で水

はけの悪い場所である。したがって、現時点では必ずしも生長が良好とはいえない状況にあり、

この対策として植栽箇所の周囲を盛土し水はけを良くするとともに肥料を施した結果、この効

果が表われている。今後においてもこのような対策が必要であろう。また、このモデル造林に

限らず、パラグアイ国における造林に当たっては、蟻による食害問題がある。蟻はいたる所に

生息しており、夏期間では、朝、夕方に植栽木を食害してしまうほどである。したがって、地

ごしらえ前に蟻塚の撤去及び駆除が必要である。この対策としては、ツルハシで塚を解体し火

をつけて蟻を焼死させる方法と女王蟻を殺す方法が有効的との結果がでている。さらに、完璧

な駆除を行うため、地下部の巣に機械によってくん煙防除することも検討されている。 

以上のような問題対策が今後とも行われるとすれば、予定の面積を確保するとともにその目

的も果たされるものと思われる。 

 

表２ 1997年度モデル造林地の現状 

 

林種 樹種 19 97 

  計画 実行 

 ユーカリ類 10 11.95 

薪炭林 その他   

 小計  11.95 

 マツ類 10 4.84 

用材林 その他外来樹種  4.38 

 郷土樹種   

 小計  9.22 

合計  20 21.17 
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